
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
活
用
へ

横
浜
港
で
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
試
行

初
の
官
民
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｐ
Ｐ

会

合

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
協
力

国
土
交
通
省
は
二
月
二
十
六
日
、
東
京
・
港
区
新
橋
の
航
空
会
館
で
第
三
回
「
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
役
割
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座
長
・
佐
々
木
淳
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

教
授
）
を
開
き
、
新
た
な
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
活
用
促
進

へ
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。
評
価
方
法
の
確
立
や
新
技
術
の
開
発
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。
吸

収
源
を
拡
大
す
る
た
め
、
横
浜
港
の
藻
場
で
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
を
試
行
す
る
方
針
だ
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
藻
場

や
干
潟
な
ど
の
海
洋
生
態
系

に
蓄
積
さ
れ
る
炭
素
を
意
味

す
る
。
炭
素
の
蓄
積
作
用
が

あ
る
生
態
系
を
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
生
態
系
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
（
二

酸
化
炭
素
）
吸
収
源
対
策
は

陸
上
の
森
林
な
ど
に
蓄
積
さ

れ
る
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ボ
ン

が
主
流
を
占

め
て
い
る
。

こ
れ
に
加

え
、
二
〇
〇

九
年
十
月
に

発
表
さ
れ
た

国
連
環
境
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
の
報
告

書
で
ア
マ
モ

な
ど
の
海
洋
生
物
に
取
り
込

ま
れ
た
炭
素
が
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
と
命
名
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
対
策
の
新
た
な
選
択

肢
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

地
球
上
の
生
物
に
よ
っ
て

固
定
さ
れ
る
炭
素
の
う
ち
五

五
％
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
で

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本

に
と
っ
て
沿
岸
域
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対
策
の
効
果

は
き
わ
め
て
高
い
。
日
本
の

海
岸
線
の
長
さ
は
世
界
六
位

で
ア
マ
モ
や
コ
ン
ブ
、
ワ
カ

メ
な
ど
の
藻
場
が
広
範
囲
に

分
布
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
力

に
優
れ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
は
独
立
行

政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究

所
な
ど
の
共
同
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
沿
岸
域
の
海
草

場
が
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

源
で
あ
る
こ
と
が
世
界
で
初

め
て
報
告
さ
れ
た
。
日
本
の

海
洋
生
態
系
は
年
間
百
七
十

三
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収

し
て
い
る
と
試
算
さ
れ
、
二

〇
一
七
年
に
は
有
識
者
や
関

係
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
研
究
会
が

新
た
に
発
足
し
た
。

世
界
各
国
で
地
球
温
暖
化

対
策
が
進
む
中
、
す
で
に
一

部
の
国
で
は
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源

対
策
と
し
て
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
生
態
系
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
国
交

省
検
討
会
で
は
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
締
約
国
会
議
で
採

択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に
基
づ

き
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系

の
活
用
策
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
佐
々

木
座
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
本
検
討
会
が
発
足
し

た
令
和
元
年
以
降
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
の
重
要
性
は
一
段

と
増
し
て
お
り
、
海
外
で
も

非
常
に
関
心
が
高
い
。
今
回

が
令
和
二
年
度
最
後
の
開
催

と
な
る
が
、
二
〇
五
〇
年
の

脱
カ
ー
ボ
ン
社
会
実
現
に
向

け
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き

た
技
術
や
知
見
を
活
用
し
て

世
界
を
牽
引
し
、
豊
か
な
海

の
創
造
に
寄
与
し
た
い
。
取

り
組
み
の
活
発
化
に
は
い
か

に
関
係
者
と
協
働
し
て
い
く

か
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
制
度
に
つ
い
て
は
横

浜
港
・
金
沢
区
鳥
浜
地
先
の

ア
マ
モ
・
ア
カ
モ
ク
の
藻
場

で
試
行
す
る
。
藻
場
の
保
全

活
動
を
進
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
漁
業
者
な
ど
に
よ
っ

て
創
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認

証
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
図
る

企
業
や
団
体
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

取
り
引
き
を
行
う
。
こ
れ
に

よ
っ
て
具
体
的
な
手
続
き
の

方
法
や
手
順
な
ど
に
関
す
る

課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
第
三
回

「
国
土
・
地
域
計
画
策
定
・

推
進
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
会
合
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。
世
界

約
四
十
カ
国
か
ら
二
百
五
十

名
以
上
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
段
と

強
化
し
た
。
と
り
わ
け
今
回

は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し

て
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
（
中

村
靖
社
長
）
や
㈱
日
水
コ
ン

（
間
山
一
典
社
長
）
な
ど
民

間
企
業
十
八
社
、
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
・
北
岡
伸
一
理
事
長
）、

世
界
銀
行
（
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

Ｒ
・
マ
ル
パ
ス
総
裁
）
の
協

力
で
各
国
が
抱
え
る
課
題
に

日
本
企
業
が
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
技
術
で
解
決
策
を
提
示

す
る
官
民
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｐ
は
二
〇
一
八
年
に

日
本
と
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が

設
立
。
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と

す
る
発
展
途
上
国
に
お
け
る

急
速
な
経
済
成
長
に
伴
う
国

土
開
発
や
都
市
拡
大
な
ど
の

課
題
に
対
応
し
て
い
る
。

今
回
の
Ｓ
Ｐ
Ｐ
会
合
で
は

中
原
淳
同
省
国
土
政
策
局
長

と
マ
イ
ナ
ム
ー
・
モ
ハ
メ
ド

・
シ
ャ
リ
フ
国
連
ハ
ビ
タ
ッ

ト
事
務
局
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
①
国
土
・
地
域
計
画
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機

②
国
土
・
地
域
計
画
が
地
域

の
課
題
解
決
に
果
た
す
役
割

③
国
土
計
画
と
ビ
ジ
ネ
ス

（
官
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
―
―

を
展
開
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

議
論
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

達
成
と
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
バ
ン

・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
実
現
へ
国
土

計
画
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
た
。
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
バ
ン

・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
都
市
問
題

や
人
間
居
住
に
関
す
る
課
題

の
解
決
に
向
け
た
今
後
二
十

年
間
の
国
際
的
な
取
り
組
み

方
針
で
二
〇
一
六
年
に
国
連

ハ
ビ
タ
ッ
ト
に
よ
る
ハ
ビ
タ

ッ
ト
Ⅲ
で
採
択
さ
れ
た
。

注
目
の
官
民
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
各
民
間
企
業
が
自
社
の

先
進
的
な
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ

に
基
づ
く
技
術
的
・
財
務
的

な
提
案
を
行
っ
た
。

国交省検討会が活発に意見交換

佐々木座長

中原局長

シャリフ事務局長
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